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ボルトアレグレ神殿の定礎式に参加する

教会指導者と会員たち。

写真/大管長会事務局の厚意により掲載

ブラジル･ボ ル トアレグレ神殿

12月17日 に奉 献されたボル トアレグ

レ神殿は現在儀式を執行している102番

目の神殿 とな り,2000年 に奉献 された

最後の神殿 となった。｢こ の神殿地域で

増え続けている聖徒たちに祝福が与えら

れて,彼 らがあなたの宮 に参入する資

格を得,ま たそのふさわしさを持ち続け

ることがで きますように。……この偉大

な国家ブラジルにあなたの祝福が注が

れますようにお祈 りします｣と ヒンクレー

大管長は奉献の祈 りの中で述べた。

ヒンクレー大管長 とファウスト副管長

を奉献式 に迎 えたのは,七 十人で,ブ

ラジル南地域会長会のJ･ケ ント･ジョリ

ー長老
,ア トス･M･ア モ リム長老,ア デ

マール･ダ ミアニ長老である。

神殿の奉献式には7,500人 以上の末 日

聖徒が出席 した。 この神殿 は市内を見

下ろすなだらかな丘陵地の美しい地域に

建てられている。12月2日 から9日 まで

開かれた神殿のオープンハウスには2万

5,000人 以上の訪問者が詰めかけた。

ファウス ト副管長 は奉献式で,宣 教

師としてボル トァレグレに到着 したとき

の様子 を語った。当時,教 会員は全市

でわずか6人 を数えるのみだった。その

中に1938年12月17日 にバプテスマを受

けた若きオルガ･ビ ング･ビ ーフルがい

た。彼女が夫とともにボルトアレグレ神

殿 の奉 献式 に出席したのは,彼 女がバ

プテスマを受けてからちょうど62年 目に

当たる。 ビーフル姉妹は 自分の住んで.

いる町に神殿ができたことに喜びと驚 き

を表していた。

プエル トリコでの集会

ヒンクレー大管長はブラジルに向かう

途 中,12月13日 にサンフアンに降 り立

った。これは大管長にとって初めてのプ

エル トリコ訪問となる。遠 くは合衆国領

バージン諸島からやって来た約3β00人

の会員たちはヒンクレー大管長とファウ

スト副管長の言葉を聞 くために大 円形会

議場 に集った。ほかに七十人で,北 ア

メリカ南東地域会長会の会長と第一副

会長を務めるリチャー ド･D･オ ールレッ

ド長老 とゴードン･T･ワ ッヅ長老,プ エ

ルトリコ･サ ンフアン伝道部のディーン･

M･デ ービス部長が話をした。

ヒンクレー大管長 はイエス･キ リスト,

預 言者ジョセブ･ス ミス,回 復 について
あかし

証 を述べた。｢わ たしが皆さんの前に立

って,こ の偉 大な大義 と王国の真理 に

ついて証を述べたこの集会を忘れること

のない よう,希 望 し祈っています｣と 大

管長は語った。｢わ たしたちの永遠の父

なる神 は生 きておられます。イエスは生

ける神の御子キリス トです｣。

大管長はまた,神 殿 に参入するため

にふさわしく生活するよう会員たちに強

く促 している。｢今 晩ここに集 ったすべ

ての男女 に申し上げます。主の宮に行

くことができる日のために準備 してくだ

さい。皆 さんはそうしなければならない

のです。神殿の儀式 なしに福音は完成

されません。｣

ファウスト副管長はもっと多 くの専任

宣教 師を送 り出すよう求めるとともに,

母 親に対 して息子たちを伝道に備えるよ

う要請 した。｢幼 いわたしたちの心に母

2000年 におけるヒンクレー大管長の足跡

､20難 轟1峯;醗1董 曇
な出来事が多かったこの1年 の中で,大

管長は90歳 の誕生 口を祝 い,新 たに建

設 され た2万1,000席 を有 す るカ ンフ ァレ

ン ス セ ン ター を奉 献 し,著 書 の 『譲 れ な

い何 か の た め に.』(5亡aηd加gfbrsome一

亡hfηg･)がア メ リカ 国 内 で ベ ス トセ ラー と

リアホナ/2001年5月 号

z

が しみ込ませた信仰により,フ ァウスト

家の5人 の息子は全員伝道に行って,神

殿で結婚しました｣と語った。

櫛管解 罵
が懸 轍 ボ μ

護 贈

i肱 冨1響

八ア 》ソティーでの説敦を終λ ⊂干 せ振 台

ヒンクレー大管 長に喜 びを表す約4,500人 の

会員たち。大管長は彼らに｢こ こに神殿が

建てられる 日が来るでしょう｣と語 った。

写真/大管長会事務局の厚意により掲載

1霊

'　 .

._.帥 濁 雨

麟

なり,15か 国 以上 を訪問し,教 会の会
ま

員数が1,100万 人 を超えるのを目の当た

りにし,教 会の100番 目の神殿を含めて

21の 神殿 を奉献 した。以下は,大 管長
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かにはしません。｣

改宗 して7年 になるエストニア･タ リン

地方部 タル トゥ支部のマリ･テ ィマコフ

は,自 分 の母国語で初めてモルモン書

を読んだときの気持ちを次のように話 し

た。｢わ たしはエス トニア語でモルモン

書を読める日が来るのを待ち続けていま

した。 自分が手にしているこの本は,ど

のページも天からの勧告であふれ,し か

もそれが母国語で記 されているのです。

これはほんとうに驚きです。｣

母 国語のモルモン書 を手にする喜び

はエストニアもエチオピアも一様である。
き よう

｢今 日,わ たしは最初のエチオピアの教

会員で初めて,ア ムハラ語でモルモン書

を受 け取 りました。これほどうれしいこ

とはありません｣と,ア デ ィスアベバ支

部の支部長であるゲメチュ･ワ リヨ･ゴヤ

磁

,
鍵

陳

憶

勲/

/

繭

エチオピアでアム八ラ語の初版 を受 け取 った

数時 間後,家 族 にモルモン書を見せる

アディスアベバ 支部のゲメチ ュ･ワリヨ･ゴ ヤ支部長。

｢すばらしいことですよ｣と 支部長は言う。

写真/レ ックス･ウ ォーカー

は2001年1月 に語 った。｢わ たしが初版

を一緒に翻訳した会員たちに配ると,皆

飛 び上がって歓声 を上げました。家 に

モルモン書を持ち帰ると家族が急いで集

まって来て,互 いにアムハラ語で読み合

いました。すばらしいことですよ。｣

会 員を強め,伝 道活動を支援する

島国のマ ダガスカル民主共和国に初

のステークが最近設立された,マ ダガス

カル･ア ンタナナリーボステークのステー

ク会長であるドミニク･ア ンドリアマナン

トアは,2000年2月 にマダガスカル語の

モルモン書が発売されてからすでに地元

の会員数に変化が生 じてきたと言う。

｢以 前は会員の定着 に問題があρたの

ですが,今 は人々がモルモ ン書に根 ざ
あかし

した証を持てるようになったため,よ り

本質的な改心をするようになりました｣と

アンドリアマナントア会長は言 う。アン

ドリアマナントア会長 によれば,人 々が

モルモン書を読み,教 義を理解するよう

になったため,地 元の指導者が強めら

れ,よ り多くの会員が集会に参加するよ

うになった。

ティマコフ姉妹は,エ ス トニアでも同

じことが起こっていると言う。｢わ たした

ちは今ではモルモン書 を開いてすぐに読

んだり,聖 句を話の中で参照したりする

ことができます。 日曜学校でモルモン書

の教えを声に出して読むのを楽 しく聞 く

こともで きます。数年前 は『エス トニア

語 しか分か らないので結構です』と言っ

肇

胤

難

蕪
《

馨

鋪噸
難 慈 轡懸

　

暴 一

簸 耀

蝉ご:

｢モルモン書が読めるようにな ったなんて

信じられません｣と

スワヒリ語訳のモルモン書を受 け取 った後,

タンザニアの求道者 ヒルダ･チ ャール ズは語 った。

写真/グ レン･B･グ ッドリッチ

たであろう人たちにモルモン書を渡すこ

ともできます。大切にしたい祝福です。｣

そ して去年の秋にスワヒリ語の完訳版

が出版されたタンザニアでは,チ ャンゴ

ンベ支部のウィリアム･ジ デメ支部長が,

次のように言う。｢完 全 に内容 を理解し

なが ら家族全員にモルモン書 を読んで

聞かせることがやっとできるようになり

ました。ほんとうに感謝しています。｣

モ ルモン書が非常 に多 くの言語に翻

訳 されたため,こ れまでは求道者にモル

モン書を配布できなかった地域で,伝 道

活動が成功する可能性が高くなる。｢モ

ルモン書が読めるようになったなんて信

じられません。ほんとうにうれしいです｣

とチャンゴンベ支部に集う求道者のヒル

ダ･チ ャールズは話す。

エチオピアで働いているある宣教師は

ゴヤ支部長に次のように言った。｢わ た

したちの責務はこれから一段 と多 くなり

ます。｣□

司
1
.-

オーストラリアの会員たち,東ティモ･一ルの人々を援助する

00年12月,オ ー ス トラ リアの 教 会

20 員はともに協力 して,東 ティモー
ルの人々にクリスマスの救援パッケージ

を贈った。菜園用道具,食 糧,衣 類か

ら成 る8万5,000キ ロの貨物が シドニー

から東ティモールへ送られた。

この援助は,オ ーストラリアの教会役

員から,東 ティモール国家評議会議 長

で国際平和維持軍による物資の配給 を

監督するザナナ･ガ スマオに贈 られた。

オーストラリアの会員たちはパ ッケー

ジの一部として,子 ども用の新 しい衣類

や古着約10ト ンを寄付 し,菜 園用道具

と食糧はオーストラリア,ニ ューサウス

ウェールズのグリフィスにある教会福祉

農場からの基金で購入した。

｢こ れは東 ティモールの国民にとって

大 きなクリスマスプレゼ ントです｣と ガス

マオ氏 は語 り,栽 培用の道 具に対し特

別な感謝の意を表 した。｢飢 えた人々に

食糧を与 えるのもよいことですが,最 も

よいのは彼 らに栽培用の道具を与えるこ

とにより,そ れを用いて自分で作物を育

て,自 給 自足 できるようになることです｣

と語った。

教会 は今年初め,東 ティモール難民

へ,衛 生用品キット,食 糧,衣 類 を含

む人道的援助を別途提供 している。□

襲

オース トラリアの会員たちから送 られた人道的

援 助物資を東ティモール住民が下ろす際,

手 助けをするオース トラリアの教会役員。

写真/オ ーストラリア/太 平洋広報部の厚意により掲載
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アロン神権者の心得

こん にち

管理監督会および中央若い男性会長会

00年ll月12日 に行われたファイ

20 ヤサイドでゴー ドン･B･ヒ ンクレ
ー大管長は

,教 会の青少年は大 きな困

難に直面 していると述べました。しかし,

これらの問題はこれまでの世代が直面 し

てきた問題よりも克服 しやすいものであ

り,そ れは今 日の試練 には個人の行動

に関する決断の要素が多分に含まれて

いるからであると説明しました。青少年

は一度ふ さわしい行動をしようと決断す

れば,問 題を克服することができるので

す(｢若 人へ の預言者の勧告 と祈 り｣『リ

アホナ』2001年4月,30-41参 照)。 正

しい選択をするために神から授かった選
たまもの

択の自由の賜物を賢明に行使すること

で,青 少年は今 日の世の試練にうまく対

処することができるのです。

ヒンクレー大管長は青少年が試練 を克

服できるよう,6つ のBを 提案しました。

■感謝 する入 になりましょう。青少年

は心に感謝の気持ちを抱いて生活すべ

きです。両親,友 達,そ のほか助 けて

くれる人々に感謝するべ きです。そして

祈 りの中で神に感謝を示 してください。

メルキゼテリ神権者の心得
大管長会および十二使徒定員会

00年10月7日 に行われた一般大会

20 の神権部会における父親へのメッ
セージの中で,ゴ ー ドン･B･ヒ ンクレー

大管長は,父 親の幸福という面から考え

ると,子 どもたちの行 く末がどうなるか

ということほど,深 い影響 を及ぼすもの

は,何 もありませんと語 りました(｢あ な

たの子らの平安は深い｣『リアホナ』2001

年1月 号,61-68参 照)。 ヒンクレー大

管長は,教 会の青少年 も,自 分 たちを

取 り囲む諸悪 に対抗す るために両親の

助けを必要としていると強調し,両 親が

主の方法によって子 どもたちを教 えるよ

う提案 しました。実に,両 親には光と真

理の中で子 どもたちを育てるようにとい

う神聖 な戒めが与 えられているのです

(教義と聖約93:40参 照)。 定員会および

グループのリーダーは,定 員会やグルー

にち

日の試練を乗り越える
■幻1性を傭完た入になりましよう。

青少年の選んだ分野が どのような

ものであろうとも,青 少年はできる

かぎり高度の教育を受けられるよう

になるため,犠 牲 を払うべ きです。

■清 い人にな りましょう。青少年
み な

はポルノグラフィー,神 の御 名をみ

嘘艘墜塾
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.購騨ll･･

例外 として認められる),早 い時期から

。 鱒 羅 竃躍 _
r_詔_n内 囁

のデート,そ してあらゆる種類 の性的な 監督,若 い男性の会長会,そ してそ

罪を避 けなくてはなりません。 また青少 のほかのアロン神権指導者は,若 い男

年は良い影響を与えてくれる友人を選ぶ 性 と定員会,日 曜 日の夜 の話 し合い,

べ きです。 そのほか同様の集会の場でヒンクレー大

■誠実な人になりましょう。青少年は 管長の勧告について再検討し,話 し合

教会に忠誠を尽くし,交 わした聖約に忠 うよう勧められています。そうすること

実であるべ きです。 で,彼 らは自分たちの生活の中でヒンク
けんそん

■謙遼な入になりましょう。謙遜な青 レー大管長の勧告を実践できるようにな

少年は主に導かれ,祈 りの答えを受ける るでしょう。この指針に従 うことによっ

で し ょう。 てもたらされる喜びを青少年が実感でき
.

■よぐ祈る人になりましょう。青少年 るよう,働 きかけてください。そしてヒ

は神からの助けが必要です。後ろめた ンクレー大管長の勧告に従って生活しよ

い気持ちを感 じることなく主に語 りかけ うとする彼らの努力を認めてあげてくだ

られるよう生活すべきです。 さい 。 □

子どもを教えるように
.両親を励ます

プの集会で,ヒ ンクレー大管長により提 願糠 を遠ざけるよう教える。違法な

示された以下の勧めを再検討し, 自分の 薬物を用いる人は,自 制心 を失い,そ

子どもたちとともにこれらの勧めに関して のような習慣を維持するためにはどんな
嚇

話し合いの場を持つよう両親を励ますご ことでもするようになる。

とにより,両 親を助けることができます。 ■正直という美徳を教える。正直な人

■良い友情を築ぐよう子どもたちに教 は清い良心と汚れのない評判を得ること

える。教会の青少年は,良 い影響を与 が で きる。

える友人を選ぶべ きである。 ■高潔であるように教える。性的な衝

■教育の大切さを教える。教会の青少 動は不屈の自制心によって抑制しなけれ

年は,教 育を受けるために払った努力 に ばならない。
｢

見合った報いを十分に受けることになる。 ■子どるたちに, .主の宮で結婿する

彼 らが能力,技 術を発達させることによ μを待ち望むよう教える。いかなる種類

り,教 会も祝福を受けることになる。 の悪にも染 まらずに,結 婚の聖壇 にひざ

■子どるたちに身尊心を教える。大管 まずく。夫は離婚を招くような状況に身

長会および十二使徒定員会は,入れ墨を を置くことのないようにする。また,離 婚

入れることや女性が 一組のイヤリングを に至るような態度を避けるべきである。

着けるために,耳 に最小 限の穴を開ける ■子どもた ちに祈ることを教える。個

こと以外の目的で体に穴を開けるような 人的な助けや導きを求めて神に近づくこ

ことがないように勧めている。 とができるのは奇跡である。■
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伊半 島の南紀白浜から山手へ車

紀で半時間余 り,す ばらしい渓谷美
ひ き が わ

を見せる日置川流域の静かな山あいに,
い ち か の

市鹿野という集落があります。その町外

れの 日当たりのいい斜面 に,建 築 中の

建物が姿 を見せていました。背後の山

に溶け込むようなさりげない緑の屋根 を

持つたたずまいは,周 囲のおおらかな風

景によくなじんでいます。

これは,お もに関西在住の教会員20

家 族ほどが集まって建てる｢銀 の家｣の 最

初の建物です。教会 で長 くともに歩み,

気 心 も知れた兄弟姉妹たちが定年を迎

えるに当たり,第 二の人生を,文 字 どお

りの兄弟姉妹としてともにいたわり合 い

助け合って暮らす家を作 ろう そうし

て発足 したのが｢銀 の家｣で す。
さかもとたレそっ

発起人の坂本泰造兄弟 はこう話しま

す。｢昔 にさかのぼれば,ま だ独身時代

のときに,岡 町の教会 の若い連 中が集

まってアパー トを作 ろうかという話 はあ

ったんです。それで銀行に資金の相談

に行ったら一蹴されましたけど。(笑)そ

ういう気運 というか,教 会員 同士が一

緒に集 まって暮 らすと楽 しいじゃないか

という雰囲気は,今 から35,6年 前 には

r

誉

講灘灘灘識
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どの支部にでも普遍的にあったような気

がします。

それが最近,た またま当時か らの会

員の中で養老 院に行 く人があったりし

て,こ のままだとみんなバ ラバラになる

なあと感 じ,定 年後の生活 についてみ

んなで話 し合おうということになりまし

た。田舎に家を買って,週 末になったら

そこにちょっと寄ってお しゃべ りして過

ごさないか,え えなあ,と 最初はそれぐ

らいの話でした。｣

しか し話はそのうちに,い っそ老後を

みんなで暮 らそう,体 の不 自由な人が

出ればみんなで介護 しよう,と 発展 して

いきました。それに対応するものを作る

べ く6年 前にスタートしたのが｢銀 の家｣

です。まずみんなで積み立てを始め,3

年 前にはお金を出し合って1,000坪 の 土

地を確保 しました。やがて｢銀 の家｣メ
みやカわやすひろ

ンバーの宮川靖弘兄弟が立てたプラン

を元に設計を依頼 し,建 築法規上の諸

条件 をクリアしていよいよ建 て始めたの

が昨年の10月 半ばのことでした。

経費節減のためと,元 建築宣教師で
つ ちや とし

教会堂の現場監督の経験もある槌谷敏
お

男兄弟と出会 ったことから,自 分たちで

建築まで手がけることになりました。槌

谷兄弟は30数 年前,ま だ高校生だった

一時期
,坂 本兄弟 と同 じ支部に集って

いました。現在茨城県つ くば市で建 築

業を営む槌谷兄弟 は和歌 山の現場へ単

身赴任し,現 場のプレハブに寝泊まりし
はやた

て坂本泰造兄弟,息 子の坂本隼太兄弟,
よ こおせいいち

横尾清一兄弟らと4人で作業を始めまし

た。｢単 身赴任までする物好きな人はな

かなかいませんから。ぼくの場合は教会

の建築宣教師を使う現場監督の経験か
しろっと

ら,素 人と一緒 に仕 事をするのは抵抗

がない。普通の大工は嫌がるんですね。

だからぼくなんかそういう意味ではぴっ

たりの存在 です。｣ま た前述の宮川兄弟

は水道工事 も施工 し,や はり｢銀の家｣メ
ひらかわともまさ

ンハーの平川友正兄弟が電気工事を行

いました。関西の教会の開拓者である彼

らの自立心あふれるその姿は,文 字どお
ほつふつ

り教会の開拓時代を彷彿とさせ ます。

現在建築中の建物は5家 族分 の居室

と,皆 で集 まる居間･食 堂から成 ります。

メンバーの中にはまだ定年に達 していな

い人が多 くいるので,入 居予定を見 な

がら徐々に増築していき,最 終的には20

室 とケストハウスで完成します。

　轟
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そ

｢人 を助けるのはけっこう楽 しい仕事で

す,だ からみんな嫌じゃないんですよ。

まず一義的には自分の幸福のために 『銀

の家』をやっているんですけれど,幸 福

とは,安 心 して暮らせ ることだけでなく,

自分 という人間を他人のために役立てら

れるという,そ こがやっぱ りいちばんの

ポイントだと思います。だから一人や 二

人介護 を要する人がいていいんです よ,

そ れをみんなでお世話するという楽 しみ

があるじゃないですか。人間って奉仕で

きる部分があるとうれしいんですよ。｣

キ リストの貫葉で生ぎる

周囲には,こ れまで例のないことに挑

戦する｢銀 の家｣の 先行きを心配する声

もあります。槌谷兄弟はこう話します。

｢泰 造さんをよく知 っている人の中にも,

そ ういうのはうまくいかないって意見の

人もあるけれど,で もやってみないうち

からそれは言えないと思うんですね。逆

に,や ってみるだけの価値 は,十 分す

ぎるほどあると思うか ら。｣

他 人を家族として考える,と いう理念

の中で,お 互いの礼儀すなわち人聞関

係の距離のバ ランスがスムーズに確立さ

れれば大丈夫,と 坂本兄弟は考えてい

ます。｢そ の辺でギ クシャクするように

なって,御 飯 も別々に食べようとか,世

界が分かれていったら,ま あ難儀やろな

あと思います。そこは実際にやってみな

いと分からないですね。｣
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それ はシステムと

いうより参 加す る個

人の資質や相性 の問

題 か もしれませ ん。

｢そ う,資 質です。 し

かし資質 に頼 って し

まうとこれは難しいの

で,結 局 その ように

講

変われること ほくたちは悔い改めの

できる人間だから,そ れを信頼するんで

すよ。だからトラブルがあったらそこで

話す。聖典を開いて,こ う書いてある,

やっぱりそれに従って生 きようやないか,

ほんまにそうや,と そう思えば変われる

と思います。 それ はもう,ぼ くたちが

『銀の家』で暮らすための基本になるべき

なんだ。問題に行き当たったら,キ リス

トの言葉に探 し求めて,必 要 な知識 は

そこから得る。ぼくたちはこういう言葉

で生きる人間なんだということをお互い

の基盤として確認して,そ うなれる人と

して,ぼ くたちは一緒に住むわけですか

ら。それがやっぱり肝心だ と思います。

そのことを抜 きにして自分たちの持 って

いる趣味 とか好き嫌いで何でもやろうと

思ったら,ま あ難 しい。そこが世の中の

福祉 と根本的に違うところです。

そのためにやるんです。主の示された

鰍
驚

㌔

『

画麟 騰醗 難難 み鴬 一

構
セ　 ダ　

響∴ ㌦ 灘撫糠 唐轟

脾Li弾
撫 甑鼠 沖碑一 篁甲卜
撫 轟鳳 髄μ"一

㌦脚 し

･叩婁撫 海麟 雛

北側の窓から見える自然豊かな市鹿野の里山。

教会の青少年かキャンプのようにして泊まりに

来てくれたらいいなあ と坂本兄弟は話す。

ように隣人のために生 きることを喜びと

し,そ れで命と救いの道に入ろう,と 決

心している。そのための努力は惜しまな

いことですね。年金が余ったら人のため

に使おうじゃないかというのも同じ線上

の発想です。だから,失 敗はないはず。｣

今｢銀 の家｣の 最年少メンバーは坂 本

兄弟の息子 さんの隼太兄弟です。定年に

達していない彼らは毎月の積み立て金で

『銀の家』を支え続けています。｢ぼ くの面

倒を見た人を(定年になった)隼 太が面倒

見る,とそういうふうに順番で次から次に

入って来て,そ こにいるお年寄りを喜んで

お世話してあげる。そういう人が来ない

とだめなんです。これがきれいに動くよう

になれば,100年200年 とこの制度がずっ

と維持されて,こ こで暮 らす人たちは天
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とになるわけです。

これが うまくいく

んだったら,ほ んと

うに全国的に『銀の家

を作 る会』を作 って

みたいと思いますよ。

ぼ くか らエネルギー
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凱 脳
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難 編
『
ア

というか考え方を少 し分けて,そ して地

区ごとに世話役を立てて。･… しかし自

分の財産を出してやっていくというのは,

相 当な勇気が要るみたいですね。でも,

日本中あちこちにそうした家が10も15も

あって,そ こを体験で泊まり歩いて,わ

たしはここがええわ,っ て選べる時代っ

て,い いと思いません?家 同士である

程度交流したりしてね,楽 しいでしょう。

同じ世代で話 も合 うし気楽なもんです。

これは完全 な老人の自立です。政府 の

福祉の人が聞きに来ますよ,ど うしてそ

んなにうまくい くんですか,っ て。(笑)｣

生 涯 の残 りを,お 互いを支え,自 分

の時間と才能とお金を出して互いに愛 し

合い助け合 って皆で暮らしてみる そ

れはアメリカ大陸をイエス･キ リストが訪

れられた後200年 間にわたって続いた古

代アメリカの幸福な社 会を思わせ ます。

｢彼 らの中にはまったく争いかなく,

論 争もなく,皆,互いに公正に振る舞った。

また,彼 らはすべてのものを共有した

ので,物 持ちも貧しい者も,束 縛 された

者 も自由な者 もなく,皆 自由であり,天
たまもの

の賜 物 に あず か る者 とな っ た。｣(4ニ ー フ

ァイ12-3)
なり

｢この｢銀 の家』に来て,あ れに倣うよ

うに暮 らす,ほ くはやっぱりそれがいち

ばんだと思いますね。人間はほんとうに

そういうふうになれるのかなれないのか,

なったときはほんとうに幸せなのか,そ

れ を試 してみる機 会が,実 際問題 とし

てあるような気がするんです よ。｣

走 りながら考えて

ます,と 語る坂本兄

弟はじめ｢銀 の家｣の

人々は,む しろ現役 灘 鑛
のダ 　れ

世代 よりも若 々しい 難 照･

榊 に満ちあふれて 灘 難 踊
い る よ う感 じ られ ま 鰯 凱 ㌦
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腱 ヨ の上て死にたし'｣という諜 か鵠古勅'
且 ら日本にはあります。昨年の4月から

介護保険法か施行され その中で訪問看護

婦という仕事も社会の中でクロースアップさ
き ょっ ふ と

れてきました。東京都町田市に住む刑部登
し こ

志子姉妹は訪問看護婦になって7年 目です。

｢以前は病院て働いていましたが ある時期

家庭に入って『家っていいな』と実感しました。

そうした中で 死ぬときだけ病院に連れて来

るというのは変しゃないかと思ったんてす。

何人も自宅てみとりました。死ぬときって
カん

ただてさえ苦しいじゃないですか。ても癌の

患者さんなど リラックスするのて病院にい

るより痛みが少ないんですね。痛み止めの薬

も少なくて済むんです。それで 家族の持

つカはすこいな と思いました。家で亡くな

るのはとても自然で幸せなケースが多かった

です。たたそれには周りの家族の愛情が必要

なんですけと。

訪問看護を始めたころはまだ病院でみとる

のか一般的て 本人が望んでも家族か不安に

なって病院に入れてしまったり だからま

ず本人そして家族も 死に立ち向かえるよう

ケアしなけれはなりません。親 しくなった患

者さんとは時々話すことはあるんてす。ふす

まの向こうへ行くたけなのよ って。日本人に

はふすまという話葉が分かりやすいんてす。

当初はトクターの意識もまちまちで この

家族は立派に自宅でみとれると思っても 土

壇場のドクターの判断て救急車を呼んで気

ました。｢会 話ができなくても表情でわた

したちはたくさんのことを理解し合うこと

ができました。特別養護老人ホームにい

るときには,う つろな表情でしたが,我

が家に戻ると急に明るい表情に変わりま

した。また,父 が母の顔のマノサージを

していたので,し わも減 り,ほ んとうに

別人のように明るくなっていました。｣

織 田姉妹によれば,介 護をしていると

大きな4つ の変化が訪れるそうです。介

護する人の態度が｢戸 惑い,拒 否,あ き

らめ,受 け入れ｣の 順 で時間をかけなが

ら変わってくるというのです。｢｢戸 惑い』

や『拒否』の段階で介護をしている人たち

は,介 護がとてもつ らく,苦 しい状態で

す。しか し,長 く介護 していればいるほ

ど,患 者さんに感謝の気持ちが起きてき

ます。長 く介護iするほど『ありがたい』と

いう気持ちが出てくるんです。

響 最初の『戸惑い』や 『拒否』の
戦

段階で患者さんが亡 くなる
罎耕_
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羅雌
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.
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歩
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管切開なと延命処置をはたはたとすることも

ありました。すこく苦しい最期てす。ほんと

うに治る見込みがなかったら,最 期はお子さ

んたちに手を握ってもらって看護婦は下がっ

てそれでいいんてす。死ぬ前に一人一人家

族を呼んで話すような 大人の死に方ができ

れはいいんですけれど。人生の最後の時間

はその人のものたから 血圧なんか測らずに

その人がいちばん話したい人と話させれはい

い。家庭てはそれがてきるんです。

ある患者さんが亡くなって そのお宅へ行

ったら 布団の上には一っと紅葉がまいてあ

ってとてもぎれいたったんてすよ。お母様は

自然が好きだったから,と 庭の野菊が切って

あって 病院では絶対そんなことてきな

い。すこくいいなあと思いました。

在宅看護ては家族の存在が80パ ーセント

てす。家族関係がうまくいかない人は家でみ

とりはてきません。家族が耐えられなくて

介護疲れから虐待が起きることもあります。

自分のいちはん悪いところを見せるのは家族

なんです。外の人には愛想良くしても 疲れ

ているとき子ともにニコニコするのはすこく

大変です。イエス様が いちはん弱い人にし

たことはわたしにしたことたとおっしゃるの

はすこくよく分かる。権力やお金のある人に

ヘイコラするのは簡単てす。でも弱くて何も

見返りがない人に,お むつを換えてあけたり

お水を飲ませてあけたりと親切にするのは難

しいものてす。また学歴も財産も権力もあっ

かった』とか『疲れた』という気持ちしか残

りませ ん。 しか し,『受け入れ』の段 階に

ある人たちは,患 者さんと離れたくない,

いつまでも一緒にいたいという気持ちに

なってきます。｣

織 田姉妹 も最初は｢何でこっちがやって

あげているのに,分 かってくれないのだ

ろう｣と 自分の立場だけを考え,相 手の

気持ちを察することをしていなかったそ

うです。しかし,福 音の教 えのように,

相 手の気持ちを尊重するように心がける

ことで,ほ んとうに相手が してほしいと

願うことを察することができるようになり

ました。母親との介護を通 じて,何 度も

神様の教えを実感する経験をしました。

｢食べ物の飲み込みが悪くなり,細 かい

きざみ食,ミ キサーにかけた流動食,ベ ビ

ーフードなどをミックスさせたりして
,毎

食1時 間くらいかけて食事をさせました。

それでもむせるので,吸 引器は必需品で

した。むせたら肺炎を覚悟するように言

われていたので,初 めは食事の時問がい

ちばん緊張しましたが,慣 れてくるに従

って,母 と過ごせるこの時間が,と ても

織田姉妹と

お母さん。
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ても 体が動かなくなって水も自由に飲まぜ

てもらえない人もいます。家族の問題はお金

で解決はできません。そうした現場を見てい

ると 福音の価値がよく分かります。

お年寄りを見てきて実感するのは,自 分の

意志があって体の動くときしか善いことはて

きないんだということてす。引退してから余

裕ができてから善いことをするのてはなく

今 できることをすれはいいと思います。

たれもか迎える死に当たっては,信 仰と希

貴重な幸福な時間に感じられ,い つまで

も続いてほしいと願うようになりました。｣

そ して,介 護を続けているうちに,い

つの日か織田姉妹のお母さんは家族にと

って特別な存在になっていきました。｢最

初の段階では大変だった介護が後半にな

るにつれ,母 が天使のように思えてきた

んです。何 も分からないので,い つもニ

コニコしているんですが,こ ちらが理解

を示さないと,そ の感情は母にも伝わり

ます。言葉を交わさないのに気持ちが通

じ合い,わ たしたちの心を写すようなニ

コニコした天使でした。わたしだけでは

なく,家 族全員が天使といるような気分

でした。介護を通じて神様 に試されてい

ることが分かると,だ んだん母の悲しみ

が分かるようになり,母 に少しでも平安

な時聞を過ごしてもらいたいという気持

ちが出てきました。赤ちゃんが笑顔で家

族に幸福をもたらしてくれるように,母 の

笑顔 もまた,わ たしたち家族に幸福をも

たらしてくれました。いつの間にか母の

笑顔 を見ることがわたしたちの楽 しみで

あり,生 きがいとなっていました。｣

←

午
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